
指導案 シミュレーションソフトを用いた授業改善の提案（久保田） 

２年「平行と合同」『三角形の合同条件の使い方』 

証明の必要性と有用性を理解させるために 

～学習内容定着編～  №２４１５１ 三角形の合同条件の使い方 

(１)本時のねらい 

辺が等しいことを明らかにするためには、図形の中からその辺をふくむ合同な三角形を見いだ

し、三角形の合同条件を用いて演繹的に説明すればよいことが分かる。 

(２)シミュレーションソフト活用の意図と方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①『仮定』をクリックすれば，仮定となる辺

が点滅し，『着目する三角形』をクリックすれ

ば，証明したい２つの三角形が点滅する。こ

の操作で，図の中から着目すべき図形を見付

け出すことのできない生徒のために問題場面

をわかりやすく提示することができる。 

②『右回転』をクリックして，証明する三角形の形を変えることができる。もとの２つの三角形で

ＡＭ＝ＢＭであることを容易に証明した生徒に対して，三角形の形を変えても同じように証明でき

ることがわかる。 



(３)指導案(①②…は，ソフト活用の意図と方法) 
教師の働きがけ 予想される生徒の活動 

○問題を提示する。 

○辺が等しいことを証明するため

に合同な三角形を明らかにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○三角形の合同条件から，辺の長

さが等しいことを互いに説明し

あわせる。 

 

 

○別の三角形も同じように証明で

きるのかを確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問題が理解できない生徒に対し

て，結論や仮定を明らかにする

ことで，着目すべき三角形の合

同を証明するためにはどんな条

件が必要であるのかを明らかに

する。 

 

○三角形の形を変えることでどん

なときでも証明することができ

るのか確かめる。 

 

 
素材 次の図のように，線分ＡＢ，ＣＤがおのおのの中点Ｏで交わっている。 

ＡＣ＝ＢＤであることを説明しよう。 

・「対応する辺は等しくなる。」 

・「辺の長さが等しいことをいうために， 

 三角形の合同がいえればいい。」 

・「補助線を引くことで合同な三角形が 

 つくれそうだ。」 

・「△ＡＣＯと△ＢＤＯがつくれた。」 

 

 

・「中点から，ＡＯ＝ＢＯ，ＣＯ＝ＤＯがいえる。」 

・「対頂角のため，∠ＣＯＡ＝∠ＤＯＢ」 

・「二組の辺とそのはさむ角がそれぞれ等しいため， 

 △ＡＣＯと△ＢＤＯは合同だ。」 

・「対応する辺だから，ＡＣ＝ＢＤといえる。」 

素材 平行な２直線ｌ，ｍ上に点 A，Bをそれぞれとり，線分 ABの中点をM

とする。Mを通る直線と，ｌ，ｍとの交点をそれぞれP，Qとする。 

PM＝QMであることを説明しよう。 

・シミュレーションソフトを使って    

考え，問題について理解し，見通 

しをもつ。① 

・「辺の長さが等しいことを説明す  

る  

ためには，その辺を含む三角形が 

合同であることを説明すればい 

い。」 

・「△APMと△BQMに対応する辺 

や角で等しい関係を見つける。」 

・シミュレーションソフトを使い，仮定の部分や着目すべき三角形から，

証明方法を考える。① 

・「対頂角は等しい。」 

・「平行な２直線の錯角は等しい。」 

・「一組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいため，△APM と△BQM

は合同な三角形である。」 

・「合同な三角形の対応する辺は等しいため，PMとQMは等しい。」 

・シミュレーションソフトを使い，三角形の形を変えた場合についても

考えてみる。② 

・さっきの形とは違う。同じように説明することができるだろうか。 

・対頂角や平行な２直線の錯角は等しい。 

・△APMと△BQMは合同であり，PMとQMは等しくなる。 

・形が変わっても条件がそろって三角形の合同がいえれば，説明するこ

とができるんだ。 

 

 

 

 

課題 「三角形の合同から辺の長さが等しいことを説明しよう。」 
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まとめ 辺が等しいことを明らかにするために，その辺をふくむ三角形を見つけて，三角形の合同条件

を利用して証明することができそうだ。他の証明問題にも挑戦してみたい。 


